
 

多様な主体や多世代が参加する棚田
保全活動 

—土砂崩壊防止機能— 

樫
かし

谷
だに

地域資源保全会 
 愛媛県大洲市の壺神山の中腹

500m に位置する樫谷棚田は、

美しい曲線から成るすり鉢状の

地形が奥行きのある景観を造り

出している。しかし、過疎化・

高齢化の進行により、農業者の

みでの農地維持が難しくなって

きたため、平成 26 年に地域内

外の有志が結成した「樫谷棚田

保存会」と、多面的機能支払活

動組織である「樫谷地域資源保

全会」が協力し、棚田を貴重な

地域資源と捉え、棚田オーナー制度や棚田トラスト制度等を活用

し、地域住民だけでなく、都市住民や地元農業高校の生徒も参加

して棚田の保全活動に取り組んでいる。 

令和４年３月には、積極的な棚田保全の取組み等が評価され、

農林水産省の「つなぐ棚田遺産」（ポスト棚田百選）に選定され

ている。 

 

〔土砂崩壊防止〕 

遊休農地発生防止のための棚田の保全管理等に取り組むこと

で、土砂崩壊を防いでいる。 

〔保健休養、癒し、やすらぎ〕 

四季折々の変化に富んだ棚田に癒しを求めた多くの人が訪れ、

やすらぎを得ている。 

〔景観の保全〕 

 棚田オーナー制度や多面的機能支払交付金事業等を活用して保

全活動に取り組むことで、美しい景観が保たれている。 

〔地域社会の振興、体験学習と教育〕 

田植え体験や稲刈り体験を通して、地域住民だけでなく、都市

住民や地元農業高校も巻き込んだ形で棚田の保全活動に取り組ん

でいる。 

 

 

  

多世代が参加して行われる田植え 保全活動等により保たれる美しい景観 

《HP の紹介：樫谷棚田保存会》 

https://sites.google.com/site/

kashidanitanadahozonkai/home 

美しい曲線から成る 

すり鉢状の奥行きある景観 
愛媛県大洲

お お ず

市 

収穫シーズンの棚田 
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